
 

 

 

 

 

 

 

 

  

ルーマニアの国境で両親と一緒にいる 

ドミトルスさん（6 歳）とサーシャさん（7 歳） 

 写真: ©Dan Stewart/Save the Children 

ウクライナで武力紛争が激化してから 1ヶ月が経ちましたが、ウクライナの 

子どもたちは凄惨な状況に置かれ、難民となった子どもたちの人数は増え 

続け、家族の生活は一変しました。 

空爆や爆発により学校や病院が被害を受け、ウクライナ全土で 750 万人以上の子どもたちが身体的被害や深刻な精神的苦

痛、そして避難を余儀なくされるなどのリスクに晒されています。子どもたちのメンタルヘルスへの影響や長期的なトラ

ウマ体験となる可能性を軽視できない状況にあります。 

150 万人を超える子どもたちを含む 320 万人以上が国外に避難し、さらに多くの人たちが戦闘から逃れるために故郷から

離れなければならなくなりました。避難を余儀なくされた家族は、住居や食料、安全な水などの生活必需品を含む緊急・人

道支援を今すぐ必要としています。 

ご寄付の使途 

セーブ・ザ・チルドレンは、ウクライナ国内の子どもたちやその

家族が避難している国々で、積極的に活動しています。 

多くの支援者さまのご寄付により、紛争発生から数日以内に緊急

支援チームが派遣され、食料や生活必需品の配布を開始し、同時

に子どもの保護の支援を開始することができました。セーブ・ザ・

チルドレンではウクライナやルーマニア、ポーランド、リトアニ

ア、デンマーク、ギリシャ、地域事務所に緊急・人道支援活動の

ための資金を提供しています。 

 日本を含む各国のセーブ・ザ・チル

ドレンへお寄せいただいたご寄付を

通じてウクライナ危機の影響を受け

た子どもたちとその家族の支援に 

約 45億（US$37,878,823）円 

を活用しました（2022年 3月末）



 

  ウクライナ 

セーブ・ザ・チルドレンは現地のパートナー団体を通じて、

食料や衛生用品、毛布、乳幼児キットの配布や、緊急のニー

ズと早期の生活再建に向けて現金支援を行っています。 

緊急・人道支援のための資金を迅速に提供できたことによ

り、パートナー団体は危機発生直後から必要な支援を継続し

て届けることができ、また、セーブ・ザ・チルドレンとして

も、安全が確認され次第すぐに支援規模を拡充すべく、活動

チームと資金を確保し、体制を整えています。活動内容とし

ては、子どもたちが家族と離ればなれになることの防止とそ

の対応を含む子どもを暴力や虐待、搾取などから守る子ども

の保護の支援や、子どもとその家族への心理社会的応急処置

の提供、家族へ必要な支援の提供、子どもと若者が安心・安

全に過ごすことが出来る「こどもひろば」の設置などです。 

さらに、教育キットの配布や学習支援プログラムの提供、安

全な学習環境の提供などを行います。 

セーブ・ザ・チルドレンは、紛争のリスクが高まることを懸

念し、2021 年末にウクライナに緊急人道資金を投入しまし

た。緊急事態への備えを進め、セーブ・ザ・チルドレン及び

パートナー団体のスタッフの能力向上に役立てられました。  

ルーマニアのセーブ・ザ・チルドレンの一時滞在セン

ターで家族を支援 

 

アナさん（29歳）は、4歳のダリナさんと 2歳のダニロ

さんの母親です。 

 

ウクライナの原子力発電所への攻撃が迫ったときに、姉

と母とともに故郷から避難しました。 

 

「避難の途中、上空には飛行機が飛び交い、道路はとて

も混雑していました。そして、サイレンが鳴り続き、ロ

ケット弾によって建物が破壊されるのを目にしました。

夫は、私たちを国境まで送ってから（ウクライナに）戻

りました。私たちが持ってこられたのは、わずかな服と

薬だけでした」とアナさんは話します。 

 

アナさんは、国境を越えるのに、それほど長く待たされ 

ることはなかったとも語り、今後は、助けてくれる友人 

がいるチェコ共和国に行きたいと言っています。 

 

アナさんと子どもたちは、仮設キャンプに滞在後、一時 

滞在センターにいます。セーブ・ザ・チルドレンは、一 

時滞在センターで、子どもたちが遊ぶことができ、また 

衝撃的な経験から日常を取り戻すことをサポートする 

空間「こどもひろば」を運営しています。また、アナさ 

んのような家族に対して、必要な情報や食料などの提供

をしています。 

ルーマニア・ラダウツイの一時滞在センタ

ーに設置されたセーブ・ザ・チルドレンの

「こどもひろば」で遊ぶダリナさん（4歳）

とダニロさん（2歳）。 

写真：©Dan Stewart/Save the Children 
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ルーマニアとウクライナの国境で、家族に

物資を手渡すセーブ・ザ・チルドレンのス

タッフ。 

写真：©Dan Stewart/Save the Children 

ルーマニア 

柔軟な資金提供により、セーブ・ザ・チルドレン・ルーマニアは、ウクライナでの危機勃発直後から国境検問所 

や移民センターで難民を支援し、食料や衣類、毛布、衛生用品、その他の生活に必要な物品を提供して、国境を越え 

て避難してきた人たちの緊急ニーズに対応しています。 

 

また、セーブ・ザ・チルドレンは、家族や大人を伴わずに子どもだけで避難してきた子どもたちや、家族と離ればな 

れになった子どもたちを対象とした支援、心理社会的支援、法的支援へつなぐなど、子どもの保護の支援を行ってい 

ます。また、ウクライナからの難民に教育やレクリエーション、社会支援サービスを提供するほか、子どもや青少年 

が安心・安全に過ごすことができる居場所も設置しました。 

 

ポーランド 

セーブ・ザ・チルドレンは、ポーランドの現地パートナー団体を通じて、ウクライナから避難してきた子どもたちや 

その家族の支援に取り組んでいます。 

 

クラクフの新しい一時滞在センターでは、保健・栄養支援も提供する「こどもひろば」の設置を進めています。ま 

た、本や文房具などの教育キット、子ども用病棟 2ヶ所への栄養・衛生用品の調達も進めています。 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、ポーランドに家族や大人を伴わずに避難してきた子どもたちのために、家庭養護の支 

援、特に里親支援を強化することも計画しています。 



  

デンマーク 

デンマークへ避難してきたウクライナからの難民

は 1,800 人から 7,000 人にのぼると推計されてい

ます。 

セーブ・ザ・チルドレン・デンマークは、難民の

社会統合に向けて、受け入れやその他緊急支援を

提供する体制を整えてきました。たとえば、専門

家や教員、保育者、ボランティア、保護者などの

難民の子どもたちとの関わり方について情報をま

とめたウェブサイト「warm welcome」を開設しま

した。また、「こどもひろば」の活動や放課後の

プレイグループでの活動を通して、子どもたちや

保護者を関連団体につないでいます。 

リトアニア 

ウクライナ危機が勃発してから数週間で 3 

万人以上の難民がリトアニアに避難しまし

た。セーブ・ザ・チルドレン・リトアニア

は、難民登録センターで「こどもひろば」を

運営したり、生活必需品の配布、公共サービ

スにつなげるための支援などをしています。

さらに、すべての難民登録センターで、子ど

もの権利と「子どものセーフガーディング」

が、政府と NGO のすべての方針や計画、プ

ログラムに確実に取り入れられるよう活動を

しています。 

 

約 3,000 人の子どもたちとその養育者に、

セーブ・ザ・チルドレンから衛生用品キッ

ト、遊具、乳幼児用食品、おむつなどが提供

されました。また、妊娠中の女性には乳児用

キットを提供しました。今後もこれらの支援

を継続します。 

 

さらに、セーブ・ザ・チルドレン・リトアニ

アは、リトアニアに到着した 300人以上の孤

児のケアについて、社会省と連携していま

す。たとえば、子どもたちのために安全な住

まいを探すこと、一時的な里親審査のサポー

トなどがあります。 

ギリシャ 

セーブ・ザ・チルドレンは、ウクライナから 1 万人以

上の難民が避難しているギリシャで難民支援を実施し

ています。 

私たちは、ギリシャ難民協議会（the Greek Refugee 

Council）と協力し、到着した家族のニーズ調査をして 

います。ウクライナから避難してきた家族にとって最

適な支援が提供できるよう努めています。たとえば、

心理社会的支援や法的支援、子どもの就学登録支援、

「こどもひろば」の設置などを調整しています。 

ルーマニアへの国境を越えるウクライナ

の子どもたち 

写真: ©Camelia Iordache/Salvati Copiii 

(Save the Children) Romania 



 

 

 

 

 

 

寄付金について 

ウクライナ危機を支援するため、日本を含む世界各国

のセーブ・ザ・チルドレンへ寄せられたご寄付は合計

37,878,823ドルです（2022年 3月 24日時点）。 

 

 

 

 

 

 

 

資金の割当について 

2022年 3 月 24 日現在、ウクライナ及び難民受け入

れ国での活動に約 1,400万ドルを投入しました。 

状況は刻々と変化しており、支援のニーズも急速に 

変化しています。資金の分配は、ウクライナ及び周辺

国、地域事務所との調整のもと、今回の危機対応全体

を通じて最もニーズが高い国や地域に行き届くよう

調整を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

セーブ・ザ・チルドレンは、ウクライナ危機に対応するため、皆さまからのご寄付の呼びかけに先立ち 200 万米ドル

（ウクライナに 180 万米ドル、ルーマニアに 10 万米ドル、ポーランドに 10 万米ドル）規模の支援を危機勃発直後か

行いました。この資金は、ウクライナ危機が勃発して 1 週間以内に各国のセーブ・ザ・チルドレンへ寄せられた皆さま

からの寄付金で全額充当することができました。皆さまに、改めて感謝を申し上げます。 


